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Q 1 海外出張・旅行等で緊急に接種したい場合どうすればよいでしょうか。

Ａ型肝炎ウイルスは世界中に分布しますが，特にアフリカ，アジア，中南米に高度流行地域が多く

なっています。このような流行地域に旅行する場合には，Ａ型肝炎ワクチンの予防接種を勧めてください。

長期滞在予定者はことに接種による利益は高いと思われます。

A

Q 2
ワクチン接種後どのくらいで抗体は上昇するのでしょうか。また，持続はどの程度で

すか。

１回目接種後にもある程度の抗体の上昇が認められます。２回接種することで感染防御（10mIU/

mL）に必要な抗体価が得られます。２回接種で，得られた抗体価は次第に減少しますが，接種後の成績に

よると18カ月までは抗体陰性者はなく，30カ月目ではわずかながら抗体が陰性となる者がいます。また，

用法・用量通り３回目を６カ月目に接種すると３回接種後60カ月（５年）まで，高い抗体価を維持してお

り，少なくとも５年以上の抗体価の持続が期待されます。

A

Q 3 子どもにも接種してよいでしょうか。

平成20年（2008）８月現在，Ａ型肝炎ワクチンは16歳未満の適応が得られていません（承認申請

中）。保護者からの希望があり，またその保護者が十分な説明を受け，納得が得られる場合には，医師の判

断により接種することになります。

A

Q 4 ヒト免疫グロブリンとの使い分けはどうするのですか。

Ａ型肝炎ワクチンが開発されるまではヒト免疫グロブリンがＡ型肝炎の予防に用いられていまし

た。しかし，ヒト免疫グロブリンは血液製剤であること，即効性はあるものの，投与後の抗体価がワクチン

２回接種後と同等（100mIU/mL程度）で，有効抗体価の持続は14～18週と短いことなどから，あらかじ

めのＡ型肝炎の予防には通常ワクチンが用いられています。

A

Q 5
ワクチンを接種したにもかかわらず，抗体検査を実施したら抗体陰性と結果が出まし

た。抗体がないのでしょうか。

現行の検査の目的は，Ａ型肝炎ウイルス感染の有無を評価するために設定されています。Ａ型肝炎

ウイルスに感染して得た抗体価は105mIU/mL程度の高い抗体を獲得します。これに合わせて，検査試薬の

感度を高く設定しています。しかし，ワクチン接種後に得られる抗体価は102～104mIU/mLであり，感染

防御抗体価である10mIU/mLは十分得られていますが，検査の設定値に到達せず，陰性と判断される場合

があります。

A


